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量は、MI 区で R 区よりも有意に高かった。特に前肢体筋群が MI 区で大
きい傾向が認められた。脂肪総重量は、MI区で R区よりも有意に大きか
ったが、部位別の蓄積パターンの違いが認められ、MI区で皮下脂肪と腎
周囲脂肪重量で有意に大きくなった。しかしながら、骨重量について両
区間で差異は認められなかった。脂肪酸構成と骨格筋の組織化学的特性
について両区間で差異が認められた。【結論】ウシにおける初期成長期の
栄養の差異は、その後の肥育期の飼養を同様にした場合、骨格筋の発達
や脂肪の蓄積パターンを著しく変化させることが明らかとなった。 
